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＜連絡事項＞
・北病棟に乾燥機１台が取り付けになりました。以前のものと使用方法が違いますので、説明書をスタッフオフィス内の冷蔵庫の上に置いておきますので、各自確認して下さい。
　又、2/26～3/7迄の西病棟乾燥機使用分のお金を今日・明日に三浦NSで徴収し、庶務へ
　渡します。

・第7回法人研修　｢防犯について｣　のビデオ研修が本日17：30～メモリアルホール
　でありますので、参加されていない方は参加して下さい。

＜患者様連絡事項＞
・畠山　文男様～本日10:30～15：00迄で　どんぐりの家　多機能型福祉施設通所センター「ほっぷ」へ、移山寮三浦氏、社協、兄様、本人様で見学へ行かれています。今後の予定としては、退院前訪問指導を予定しており、日程調整中です。又、自立支援医療の申請も進めていきます。退院後は、町営住宅へ戻る為、どんぐりの家　多機能型福祉施設通所センター「ほっぷ」を週5日利用していく予定です。

・三浦　久司様～鷹架PSWより、青山荘入所に向けて青山荘の日中体験利用について3/17(土）9：30（着）～15：00までで調整中です。当日は、スタッフが本人・御家族様を行き帰り送迎する予定です。（担当の三浦NSが送迎）


＜要注目患者様＞
・内田　都影様～4：09に起きて来られ、表情しかめながらまとまりなく妄想の内容を話しています。その後も、通りがかりに、スタッフをにらみつけており、表情の硬さ見られています。「ここの病院は何なのよ。犯罪者を野放しにして！組織ぐるみでおかしんだよ。だからコーヒーちょうだい」と言いだしています。朝食は「食べないからね」と話し不食。「おかしいよあんたやることなす事」と他者に対し怒り口調で言われています。時間が経つと落ち着き、自室にて休まれています。昼食も不食され、嗜好品を貰いに来られています。以後は、落ち着き他患者様との交流も見られています。引き続き、他者トラブルに注意し精神状態の観察をしていきましょう。

・飯田　修子様～スタッフへの話し掛けの多さは見られていますが、他者とのトラブルはなく、他者から怒り口調で「おかしいよ」と言われているが、本人は「はいはい」と特に気にせず返しています。身辺整理を行っていますが、ベッド周囲は自分なりに片付けたつもりの様であるが、乱雑となっています。引き続き、他者トラブルに注意し精神状態の観察をしていきましょう。

・木村　美智子様～3/1(木)の浣腸後から下痢が続いていましたが、現在は落ち着いています。本日は、朝食後薬と昼食後薬の下剤（アローゼン１Ｐ）を除剤しています。排便はあったとスタッフへ報告し確認しています。排便時に怒責を掛けている為か、尿取りパットに血液汚染が見られており、入浴時に確認し、直腸の入口の粘膜が擦れ、少量の出血が見られています。痛みの訴えはありません。両下肢の浮腫も著明に見られ、臥床時や就寝時に下肢挙上して休む様に介入していきましょう。

・成田　富士子様～朝の血糖値　276㎎/dl、昼は343㎎/dlとなっています。以前いた病棟でも物のやり取りをしているようで、「多く食べたら、インスリンを多く打てばいい」と安易な考えを持っており、病識に掛けるようです。
　　　　　　　　　引き続き、精神状態の観察をしていきましょう。

＜安ケ平Dr診察＞
・中川原　義雄様～今まで処方となっていた『サーカネッテン』は3/14～の定期処方は中止となります。残薬2錠は、臨時処方で調整します。（朝食後1錠２日分）※5名とも処方変更はありません
＜馬渡Dr診察＞
・佐々木　淳様～精神的には著変なく経過しています。前歯（差し歯）が抜けたとのことで、実家の歯科で治療予定です。

・戸賀沢　潔様～著変なく経過しています。相変わらず物のやりとりがみられ、先日は「コーヒーを他患者よりもらった」などと話しています。採血上は、HbA1c：6.8とやや悪化、Na：125と低Naもみられています。飲水量に気をつけるよう指示あります。

・曽我　正子様～著変なく経過しています。最近は排便が毎日見られています。気分的にも落ち着いていますが、やや活気ないが明らかな抑うつはありません。食事や睡眠もとれています。作業で周囲に人達と同じようにできないのが悩み、と話しています。
　　　　　　　　下痢がひどい時、続いた時→桃核承気湯を除剤可の指示が出ています

・山口　富造様～体調不良の訴えはなく、歩行もしっかりしています。下宿先には断られたため、施設を探していきます。

・原　吉郎様～大きな変化なく経過しています。「学がない」、「頭に覚えていない」などと話しています、交信という幻聴体験は変わらずに見られています。青山荘の件については本人の拒否があり進んでいません。

＜皮膚科診察＞
・戸賀沢　潔様～躯幹・四肢・顔面・頚部に浸潤性の紅斑局面著明にあり、デルモゾールDP軟膏塗擦の指示がでています。
　　　　　　　　頭部に発赤、落屑著明（脂漏性皮膚炎）デルモゾールDPローション塗布の指示が出ています。
両足底角化、落屑著明ヘパリン類似物質油性クリーム+アズノール軟膏塗布の指示が出ています。
デルモゾールDP軟膏3本、アズノール軟膏1本、デルモゾールDPロー
ション1本、タベジール7日分、プレドニゾロン（5）2T　本日夕～7日
分処方となります。

・松谷　和也様～タベジール7日分処方となります。

・千葉　光広様～デルモゾールDPローション1本、ナジフロクリーム1本処方となります。
・金沢　洋子様～ケルガー液　1本処方となります。

・浅坂　政美様～デルモゾールDP軟膏　1本、ロコイド軟膏　1本処方となります。

・山口　富造様～デルモゾールDP軟膏1本、ケルガー液1本、タベジール7日分が処方となります。

・原　吉郎様～テルビナフィンクリーム　1本、ゲンタマイシン軟膏　1本処方となります。

・三上　勇様～デルモゾールDP軟膏2本、ケルガー液　1本タベジール7日分処方となり
ます。

・飯田　修子様～テルビナフィンクリーム　1本、ウリモックスクリーム1本処方となります。

・佐々木　淳様～左膝　表皮剥離ゲンタマイシン軟膏の指示出ています。
[bookmark: _GoBack]　　　　　　　　デルモゾールDP軟膏　1本処方となっています。










